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副会糠議

定例会目概要

の

咽間
一い

刷畑一
J

刊

誌

4
h

CAe 

(
関
連
P
4
・5
へ)

(
叩
月
か
5
ス
タ
ー
ト
)

ー
ズ
に
的
九
対
応

を

に

執

行

す

る

た

め

量・・・・・

多
化
す
る
住

今

後

取

り

施6
月
定
例
会
は

6
月
4
日
5
昨
日

ま
で
の
会
期
で
聞
か
れ
、
円
議
案
、
請
願

1
件
、
陳
情
3
件
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

-
本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、

①
岡
垣
町
課
設
置
条
例
の

一部
改
正

②
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
日
、
休
暇

等
の

一部
改
正

③
職
員
の
育
児
休
暇
等
に
関
す
る
一
部

改
正

④
岡
垣
町
税
条
例
の

一部
を
改
正

・
全
員
協
議
会
は
、

①
岡
垣
町
組
織
機
構
改
編
と
行
財
政

構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

-固定資産評価審査委員会委員に元谷直樹さん

(再任・新海老津区)

・町職員の勤務時間等に関する条例の一部改正

本人の申し出により、

①就学前の子どもを持つ職員は、深夜勤務や時間外勤務

の総時聞が制限されます

②3歳未満の子どもを持つ職員は、時間外勤務をするこ

とが禁止されます

・町職員の育児休業等に関する条例の一部改正

男性の育児休業の促進のための改正です
①配偶者の条件にかかわうす、育児休業が取得できます

②育児休業の再度取得が可能になります



議閉会糠
.案lまか決・について

議員の賛成0・反対・-除斥除・退席退・欠席欠
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市津 木 保久 下)11 石井 太
矢島 西

竹内 山 平山 藤崎 大主声u主. 横山
議案・請願・陳情・発議等内容 採決日 結果 原 角 田 田 田

田 路
広 信 秀 善

祐要 悪 陽 平日 隆
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貴
海 次 日召 彦 勲 5皇子 子 男 弘 光 子

岡垣町固定資産評髄審査委員会委員の選
6月 4日 可決 。。。。。。。欠 。。。。。。。

任について

岡垣町課設置条例の一部を改正する条例 6月14日
賛成多数 。。• 。。。。欠 。。。• 。。。可決

岡垣町職員の勤務時間及び休日、休暇等に
6月14日 可決 。。。。。。。欠 。。。。。。。関する条例の一部を改正する条例

岡垣町職員の育児休業等に関する条例の
6月14日 可決 。。。。。。。欠 。。。。。。。

一部を改正する条例

岡垣町一般職の職員の給与に関する条例
6月14日 可決 。。。。。。。欠 。。。。。。。の一部を改正する条例

岡垣町職員の退職手当に関する条例のー
6月14日 可決 。。。。。。。欠 。。。。。。。

部を改正する条例

専決処分の承認を求めることについて
6月 4日

賛成多数 。。• 。。。。欠 。。。• 。。。一岡垣町税条例の一部を改正する条例一 可決

専決処分の承認を求めることについて
一岡垣町国民健康保検税条例の一部を改正 6月 4日 可決 。。欠 。。。。欠 。。。。。。。
する条例ー

専決処分の承認を求めることについて
一平成21年度岡垣町一般会計補正予算 6月 4日 可決 。。欠 。。。。欠 。。。。。。。
(第6号)一

専決処分の承認を求めることについて
一平成21年度岡垣町老人保健事業特別 6月 4日 可決 。。欠 。。。。欠 。。。。。。。
会計補正予算(第4号)一

岡垣町消防団本部分間水槽付消防ポンプ
6月 4日 可決 。。欠。。。。欠 。。。。。。。自動車潜入契約について

郵政民営化の抜本見直しに関する請願書 6月14日
賛成少数 • • 。• • • • 欠 。• • 。• 。• 不採択

選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する
6月14日

賛成多数 。。• 。。。。欠 • • 。• 。• • 意見書の提出に関する陳情書 採択

選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する
6月14日

賛成多数 。。• 。。。。欠 • • 。• 。• • 意見書 採択

人権侵害救済法の成立に反対する意見書
6月14日

賛成少数 • • 。• • • • 欠 • • • 。• • • の提出に関する陳情書 不採択

「拡大生産者責任Jfデポジット制度jの導
入で循環型社会の再構築を求める意見書 6月14日 可決 。。。。。。。欠 。。。。。。。
の提出について



積吾A
白岡討

岡垣町課設置条例のー部を改正する条例

民間委託や委譲は

住民サービスの低下につながるため

平
山

弘

議
員

こ
の
条
例
は
「
選
択
と
集
中
」
と

い
う
、
民
間
企
業
の
経
営
戦
略
の
手

法
で
行
政
を
行
う
の
に
併
せ
た
、
町

の
課
設
置
の
改
編
で
あ
る
。

町
の
方
針
は
、
敬
老
祝
い
金
・
敬

老
特
別
祝
い
金
、
私
立
幼
稚
園
就

園
奨
励
金
の
縮
小
で
あ
る
。

東
部
保
育
所
の
民
間
移
譲
や
、

い
こ
い
の
里
の
入
浴
施
設
、
老
人
憩

い
の
家
な
ど
、
公
共
施
設
の
管
理
・

運
営
を
民
間
に
任
せ
た
り
、
移
譲

す
る
、
補
助
金
の
見
直
し
ゃ
役
場

窓
口
業
務
も
民
間
委
託
す
る
方
針

で
あ
る
。

雇
用
や
生
活
不
安
が
つ
づ
く
中
、

高
齢
化
が
進
む
中
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

社
会
的
・
経
済
的
弱
者
に
光
を

あ
て
た
、
温
も
り
と
温
か
み
の
あ
る

町
政
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

[改編後の課の編成]

| 現在 i 改編後 I ~ 
: I企画グループ |企画政策室 |企画政策室、情報推進課

総務ルプ | l l i I 総務課、管財課会計課、情報推進課、 |総務課、会計課、 | 
税務課、地域づくり課 i税務課、地域づくり課 l 

住時グループ | i I 健問課こ問 来課 戸祉課鯨づくり課 | 
環境共生課、住民課、 iこども未来課、住民環境課 l 

地域脚ループ l建設課農林水産課 | 1 I i-fu~~{fm? )1..--7 I JI~~*， Jl*Jk~~* I都市建設課開興課 | 
i上下水道課 | 

|上下水道課 I (地域整備グループへ統合)

- 教育グループ !教育総務課、社会教育課、公民館 |教育総務課、生涯学習課

議会車蕗田 I (療官ぎか1.) I 
一日~，山~， I ，~--"""-" 

※上下水道課、教育委員会、議会事務局は他の条例、規則等の改正によるものです

【庁舎内配置]

本館 1鴻 住民環境課、健康づくり課

本館2階 総務課、地域づくり課、上下水道課、税務課、福祉課、こども未来課

本館3階 教育総務課、生涯学習課

新館 l階 都市建設課、産業振興課

新館2階 企画政策室、情報推進課

: r 新館3階 |議会事務局 I ; 

明川川川川川川川川川川川11111111111111111111111111111川川川川川川川川川川川川川山1111111111111111111111111111111川川川川叩川川川川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111F



効率的かつ迅速に

住民ニーズに対応するため

* 

資

鼠

西
田

陽
子

費

従
来
回
あ
っ
た
役
場
の
課
が
国

に
な
り
課
の
再
編
統
合
が
行
わ
れ

る
。
多
様
化
す
る
住
民
ニ
1
ズ
や
地

方
分
権
に
よ
る
事
務
事
業
へ
の
対

応
策
で
あ
る
。
併
せ
て
今
後

5
9

8
の
事
務
事
業
を
見
直
す
と
い
う

こ
と
だ
。
知
何
に
効
率
的
で
実
効

性
の
高
い
組
織
に
改
編
し
て
い
く

か
、
そ
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

さ
せ
る
か
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
住
民
に
対
し
て
は
徹

底
し
た
情
報
公
開
と
説
明
責
任
を

果
た
す
べ
き
だ
。
ま
た
窓
口
業
務
な

ど
の
ア
ウ
ト
ソ
l
シ
ン
グ
な
ど
で
職

員
の
労
働
形
態
も
多
様
に
な
れ
ば
、

情
報
の
共
有
化
が
欠
か
せ
な
い
。
ま

た
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と

で
あ
る
が
議
会
に
は
そ
の
都
度
詳

し
く
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
。

善
彦

三
角

議
員

.一

意
思
決
定
の
迅
速
さ
は
、
住
民
、

企
業
団
体
が
求
め
る
こ
と
の
一
つ

だ。
庁
舎
内
の
事
務
の
効
率
化
を
図

る
組
織
を
構
築
し
、
各
課
の
グ
ル
ー

プ
に
決
裁
権
限
を
増
や
し
て
い
こ

う
と
す
る
の
が
今
回
の
組
織
機
構

改
革
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

選
択
と
集
中
の
経
営
手
法
に
よ

る
自
治
体
運
営
を
、
効
率
化
優
先

に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
住
民
ニ
l
ズ

に
迅
速
に
対
応
す
る
組
織
づ
く
り
、

説
明
責
任
を
果
た
せ
る
組
織
づ
く

り
と
考
え
た
い
。

下
川
路

勲

費

第

4
次
総
合
計
画
は
「
人
と
自

然
に
や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
基

本
理
念
に
取
り
組
み
、
平
成
口
年

に
は
「
協
働
力
の
強
化
」
の

3
本
柱

で
進
め
て
き
た
。

第

5
次
総
合
計
画
の
策
定
で
は

「
組
織
機
構
の
改
編
」
「
選
択
と
集

中
」
「
事
務
事
業
の
見
直
し
」
で
常

に
問
題
意
識
と
改
善
意
欲
を
持
ち
、

行
政
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
福
祉

と
生
き
が
い
作
り
の
手
助
け
を
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
自
然
が

多
く
住
み
や
す
い
と
言
わ
れ
な
が

ら
も
、
交
通
の
便
が
悪
く
買
物
に
不

便
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
策

定
に
当
っ
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
精
査

を
願
つ
て
の
賛
成
討
論
と
す
る
。

大
堂

国
治

議
員

少
子
高
齢
化
や
地
方
分
権
の
進

展
と
住
民
ニ
l
ズ
の
多
様
・
高
度

化
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
、
行

政
組
織
の
見
直
し
は
重
要
で
あ
る
。

財
政
が
厳
し
い
中
で
、
行
政
の
ス

リ
ム
化
を
図
り
効
率
・
能
率
化
を

目
指
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

今
回
の
見
直
し
で
、
こ
の
目
的
が

達
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

生
活
弱
者
と
言
わ
れ
る
、
高
齢

者
や
障
害
者
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
や
さ
し
い
町
づ
く
り
に
向

け
て
の
施
策
は
し
っ
か
り
と
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

役
場
職
員
の
「
意
識
の
高
揚
」
が

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
た
め
明
る
く

楽
し
い
職
場
づ
く
り
と
住
民
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
忘
れ
ず
に
、

職
務
に
精
励
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
る
。



ぷ驚町政を問EJ5

違
法
焼
却
に
は
勧
告
を
l

田I
長

不
法
な
場
合
は
勧
告
す
る
l

和男議員竹内

岡
国

宅
地
内
に
お
い
て
、
違
法

に
焼
却
し
、
周
辺
に
異
臭
を
発
生

さ
せ
、
住
民
に
不
安
感
を
抱
か
せ

る
よ
う
な
行
為
の
速
や
か
な
中
止

を
求
め
る
た
め
、
焼
却
炉
等
の
使

用
差
し
止
め
を
勧
告
す
べ
き
だ
が
、

町
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

開
国

野
外
焼
却
の
連
絡
を
受
け

た
場
合
は
位
置
を
確
認
し
、
環
境

共
生
課
が
そ
の
住
民
と
話
を
し
、
不

法
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
「
5
年
以
下
の
懲
役
又
は
一

千
万
円
以
下
の
罰
金
」
で
あ
る
旨
を

伝
え
る
勧
告
を
し
ま
す
。

情
報
プ
ラ
ザ
の
有
効
活
用
を
!

長
利
用
用
途
及
び
管
理
運
営
方
法

町
に
つ
い
て
見
直
し
を
検
討
す
る

岡
国

情
報
プ
ラ
ザ
「
人
の
駅
」

の
運
営
を
早
急
に
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
、
見
解
を
求
め
ま
す
。

同
国

情
報
プ
ラ
ザ
の
管
理
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

お
り
、
今
後
予
定
し
て
い
る
外
部
評

価
の
対
象
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
が
指
定
す
る
用
途
以
外
へ
の

情報プラザ「人の駅」

施
設
の
用
途
変
更
は
、
補
助
金
の
返

還
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
利

用
用
途
及
び
管
理
運
営
方
法
に
つ

い
て
外
部
評
価
の
結
果
に
基
づ
き

具
体
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
に
つ
い
て
及
び
「
犬
の
フ
ン
公

害
」
問
題
に
つ
い
て
、
質
問
し
ま
し

た。

孤
立
死
を
ど
う
防
ぐ
?

回I
長

今
後
十
分
に
協
議
す
る

陽子議員西国

問
団

孤
立
死
は
高
齢
者
だ
け
の

問
題
で
す
か
。

阿
国

高
齢
者
で
な
く
と
も
起
こ

り
え
ま
す
。

岡
田

4
月
5
日
に
小
郡
市
で
、

母
娘
2
人
の
孤
立
死
が
あ
り
ま
し

た
。
町
で
も
民
生
委
員
さ
ん
や
地

域
が
精
力
的
に
努
力
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
把
握
が
で
き
な
い
部
分

を
ど
う
す
る
の
で
す
か
。
北
九
州

市
の
調
査
で
は
、
五
十
代
の
男
性

の
一
人
暮
ら
し
に
多
い
と
の
こ
と

で
す
。

同
国

あ
ら
ゆ
る
公
的
機
関
と
地

域
が
連
携
し
て
地
域
福
祉
を
進
め

ま
す
。
高
齢
者
な
ど
の
孤
立
を
防
ぎ

社
会
と
の
交
流
が
あ
る
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
解

決
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
地
域
の
皆

様
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
福
祉
活

動
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
町
の
自
治

区
加
入
率
は
卯
・

5
%と
他
に
比

し
て
高
く
、
社
協
が
推
進
す
る
小
地

域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
な
ど

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
は
、
既

に
幾
重
に
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

悶
園

地
域
と
交
渉
を
断
ち
、
助

け
て
と
言
え
な
い
人
を
ど
う
す
る

の
で
す
か
。
小
郡
市
で
は
民
生
委

員
の
方
た
ち
か
ら
協
力
を
得
て
、

緊
急
雇
用
対
策
の
予
算
を
使
っ
て
、

台
帳
の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。
岡

垣
町
で
も
防
災
計
画
の
中
に
要
援

護
者
の
名
簿
作
り
を
す
る
と
あ
り

ま
す
。
先
般
の
新
潟
県
中
越
沖
地

震
で
長
岡
市
は
名
簿
作
り
を
し
て

い
た
の
で
、
地
震
発
生
当
日
に
要

援
護
者
の
安
否
確
認
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
住
民
の
安
全

安
心
を
保
障
し
、
生
命
の
尊
厳
を

守
る
の
は
自
治
体
の
最
大
の
役
目

で
す
。

同
国

今
後
も
、
民
生
委
員
協
議

会
や
自
治
区
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
地
域
の
力
と
一
体
と
な
り
、
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
に
、
農
業
・
地
域
分

野
に
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
ま
た

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
の
促

進
を
求
め
ま
し
た
。



一般質問町取を問う驚

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
運
行
の
見
直
し
を

す
べ
き
で
は
な
い
か

町
長

利
用
実
態
を
調
査
し
判
断
し
た
い

弘議員平山

園
田

乗
り
や
す
い
・
快
適
と
の

声
も
あ
り
ま
す
が
、
目
的
地
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
、
乗
車
オ
ー
バ
ー

で
取
り
残
さ
れ
た
な
ど
、
以
前
よ

り
便
利
が
悪
く
な
っ
た
と
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
す
。
運
行
見
直
し

を
す
べ
き
で
は
な
で
し
ょ
う
か
。

岡
国

今
回
の
再
編
は
実
証
運
行

と
位
置
づ
け
て
お
り
、
-
年
後
路
線

や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
行
う
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

利
用
実
態
や
利
用

者
の
意
向
を
調
査
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
年
度
途
中
で
一
部
ダ
イ
ヤ
改
正

を
検
討
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
三
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

回
目

肺
炎
球
菌
や
ヒ
ブ
に
感
染

す
る
と
、
子
ど
も
は
細
菌
性
髄
膜

炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
な
ど
が
起
こ
り

ま
す
。
子
宮
頚
が
ん
は
却
代
、
初

代
の
若
い
女
性
に
爆
発
的
に
増
え

て
い
て
、
年
間
1
万
5
千
人
が
擢

患
し
、

3
千

5
百
人
死
亡
し
て
い

古
品
十
ヲ
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
健
診
に
よ
り

予
防
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
種
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助

成
を
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

町
と
し
て
、
助
成
措
置
を
実
施
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

岡
国

厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
三

種
の
予
防
接
種
法
改
正
や
公
費
助

成
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
部
会
で
議

、
飲みたくないよポク

論
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
健
康
に
係
わ
る
非
常
に

重
要
な
問
題
な
の
で
、
速
や
か
に
検

討
す
る
よ
う
国
に
要
望
し
ま
す
。

各
自
治
体
の
助
成
の
内
容
は
、

費
用
の
全
額
助
成
も
あ
り
ま
す
が
、

ます題 す了
する点因。 部
。 かをの 助
判見動 成
断極き の
しめや 自
てた自 治
い上市 体

三て倭 が

いc't;i.多
とつ治 ぶ
思対、
い応問 で

町
の
特
産
晶
の
宣
伝
強
化
を

田I
長

特
産
品
は
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
重
要

な
資
源

‘ 強議員太田

関
白

焼
酎
「
岡
垣
」
や
ビ
ワ
、
イ

チ
ゴ
等
の
特
産
品
を
町
と
し
て

宣
伝
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

同
国

岡
垣
町
で
は
、
生
産
高
県

下
一
位
の
「
ピ
ワ
」
や
漢
方
薬
を
使
っ

て
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
漢
方
巨
峰
」

な
ど
特
色
あ
る
も
の
が
多
く
あ
り
、

町
の
知
名
度
や
イ
メ
l
ジ
ア
ッ
プ

を
図
れ
る
貴
重
な
資
源
と
考
え
て

い
ま
す
。
町
の
あ
ら
ゆ
る
公
共
施
設

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
置
い
た
り
、
ホ
!
ム
ペ
l
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
官
学
連

携
事
業
と
し
て
福
岡
市
で
観
光
文

化
物
産
展
も
聞
い
て
い
ま
す
。

7
月

に
は
、
「
は
し
ご
酒
ま
つ
り
」
を
開
き
、

焼
酎
「
岡
垣
」
の
強
力
な
宣
伝
計
画

も
企
画
し
て
い
ま
す
。

関
国

「
高
倉
び
わ
茶
」
は
町
の
特

産
品
と
し
て
、
ま
た
九
州
大
学
の

協
力
で
「
葉
取
り
専
用
の
ビ
ワ
の

木
」
の
開
発
は
、
今
後
新
し
い
産
業

と
し
て
も
育
て
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

阿
国

現
在
商
工
会
が
主
体
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
事

業
進
捗
の
状
況
を
み
な
が
ら
地
場

産
業
の
育
成
の
た
め
、
適
切
な
支
援

策
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
盟

「
地
場
産
業
の
育
成
」
に

町の特産品

は
、
農
漁
商
工
の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
す
べ
き
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

岡
国

農
漁
業
、
商
工
業
が
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、

技
術
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
付
加
価

値
を
高
め
、
創
意
工
夫
し
た
新
た
な

事
業
展
開
を
促
進
し
て
い
く
こ
と

は
、
農
漁
業
と
商
工
業
の
活
性
化
の

た
め
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
生
産
農
家
や

漁
業
従
事
者
、
流
通
や
販
売
を
行

う
業
者
な
ど
の
い
ず
れ
に
も
利
益

が
あ
り
、
安
定
的
に
一
定
量
の
商
品

を
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備

し
て
、
消
費
者
か
ら
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
る
態
勢
を
確
立
す
べ
き
と
考

え
、
将
来
的
に
円
滑
な
事
業
推
進

が
で
き
る
よ
う
農
林
水
産
部
門
と

商
工
部
門
を
一
つ
の
課
に
統
合
し
対

応
で
き
る
体
制
を
考
え
て
い
ま
す
。



ぷ脅

議
員
の
考
え
を
述
べ
よ
!

岡
垣
町
議
会
は
、

3
回
目
の
開

催
と
な
る
議
会
住
民
懇
談
会
を
，
実

施
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
は
、
今
年
は
、

中
央
公
民
館
を
担
当
し
、
5
月
却

日
(
木
)
四
時
か
ら
行
い
ま
し
た
。

懇
談
会
の
す
す
め
方

懇
談
会
は

2
時
間
構
成
で
す
。

ま
ず
、
予
算
等
の
説
明
を
し
た
あ

と
、
質
疑
を
お
受
け
し
な
が
ら
、

懇
談
を
行
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

説
明
の
担
当

①
予
算
の
総
括
に
つ
い
て

=

一

角

善

彦

委

員

長

②
農
業
・
漁
業
政
策
に
つ
い
て

藤

崎

光

副

委

員

長

③
予
算
の
歳
入

・
緊
急
雇
用
対
策

に
つ
い
て平

山

弘

委

員

④
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

横

山

貴

子

委

員

⑤
第
5
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

木

原

信

次

委

参
加
者
の
主
な
質
問

①
下
水
道
な
ど
、
未
整
備
の
地
域

に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
認
識
か

②
議
員
の
報
酬
ま
た
は
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
考
え
か

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
助
成
の

拡
充
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

三
角

善
彦

お
し
か
り
の
こ
と
ぱ

①
開
催
時
間
(
同
時
)
の
配
慮
が

欲
し
い

②
議
案
の
審
議
過
程
を
も
っ
と
知

り
た
い

③
議
員
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を

語
る
べ
き
だ

員

お
褒
め
の
こ
と
ば

①
議
会
だ
よ
り
で
は
難
解
な
点
が

理
解
で
き
た

②
自
分
た
ち
が
住
む
町
の
展
望
の

具
体
的
な
政
策
が
、
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
く
の
か
、
概

ね
理
解
で
き
た

反
省
点

住
民
懇
談
会
は
、
議
員
個
人
の

主
張
を
し
な
い
、
な
ど
の
し
ば
り

が
開
催
要
領
に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、

①
住
民
の
皆
さ
ん
が
求
め
て
い
る

議
員
個
人
の
意
見
を
主
張
し
て

い
く
べ
き
だ

②
議
論
の
経
過
を
詳
細
に
述
べ
な

い
と
開
催
の
趣
旨
が
伝
わ
ら
な

uv 

③
テ
l
マ
を
し
ぼ
っ
て
開
催
す
べ

き
だ

な
ど
の
課
題
を
ま
と
め
ま
し
た
。

地
域
ご
と
の
要
望
等
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

委
員
会
報
告
の
枠
を
超
え
た
、
主

義
主
張
の
違
う
、
私
た
ち
議
員
の

本
音
を
論
じ
る
懇
談
会
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

は
じ
め
に

5
月
幻
日
(
金
)
路
時
か
ら
西
部

公
民
館
に
お
い
て
、
総
括
・
平
成

辺
年
度
岡
垣
町
予
算
(
竹
内
和
男

委
員
長
)
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

及
び
、
子
ど
も
手
当
て
支
給
(
西

田
陽
子
副
委
員
長
)
、
が
ん
検
診
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
(
市
津
広

海
委
員
)
、
小
中
学
校
耐
震
化
事

委
員
長

業
等
(
矢
島
恵
子
委
員
・
欠
席
)
、

敬
老
事
業
(
大
堂
圏
治
委
員
)
を
、

報
告
し
ま
し
た
。

会
場
の
熱
気

参
加
者
(
お
名
)
が
比
較
的
少

な
か
っ
た
が
、
会
場
で
は
、
議
会

に
対
す
る
熱
い
意
見
と
、
町
に
対

す
る
真
塾
な
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た。
意
見
要
望
を
記
し
、
参
加
さ
れ

た
皆
様
へ
の
御
礼
と
、
今
後
の
委

員
会
で
の
協
議
に
活
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。

参
加
者
意
見

・
要
望

①
議
員
の
、
行
政
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
つ
い
て

②
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

③
費
用
弁
償
の
あ
り
方
に
つ
い
て

④
内
浦
小
学
校
・
体
育
館
の
雨
漏

り
、
屋
内
天
井
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
剥
離
に
つ
い
て

(
2名
)

竹
内

和
男

⑤
退
職
者
(
職
員
O
B
)
会
に
つ

い
て

⑥
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け

る
、
心
臓
病
な
ど
、

4
つ
の
健

診
が
除
外
さ
れ
て
い
る
問
題
に

対
す
る
指
摘
に
つ
い
て

⑦
子
宮
頚
が
ん
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

な
ど
に
対
す
る
町
の
助
成
へ
の

要
請

(
2名
)

③
サ
ン
リ
1
ア
イ
の
財
政
運
営
問

題
⑨
前
立
腺
が
ん
の

P
S
A検
査
の

助
成
を

⑮
校
庭
の
芝
生
化
の
推
進
を

お
わ
り
に

予
算
や
事
業
の
説
明
で
は
、
執

行
部
の
予
算
提
案
が
、
議
会
と
し

て
ど
う
審
議
・
検
討
さ
れ
た
か
と

い
う
部
分
を
も
っ
と
明
確
に
す
べ

き
で
あ
る
と
の
委
員
共
通
の
認

識
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
で

す。



ぷ驚住民恵醸会の報告

期
待
さ
れ
る
住
民
懇
談
会
を
目
指
す
!

経
済
建
設
常
任
委
員
会

は
じ
め
に

参
加
の
皆
さ
ん
が
町
議
会
を
身

近
に
感
じ
て
頂
き
度
い
懇
談
会
を

目
指
し
、

5
月

M
日
(
月
)
四
時

か
ら
東
部
公
民
館
で
約
印
人
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た

説
明
の
担
当

主
催
挨
拶
j
曽
宮
良
書
議
長

委
員
長

予
算
総
括
j
石
井
要
祐
委
員
長

農
林
水
産
費
j
山
田
隆
一
副
委

員
長

商
工
費

1
太
田
強
委
員

土
木
費
j
下
川
路
勲
委
員

予
算
の
総
括

平
成
勾
年
度
予
算
総
括
で
は
町

長
公
約
「

5
つ
の
約
束
」
の
実
現

に
向
け
て
の
予
算
計
上
と
宮
内
町

長
の
施
政
方
針
を
紹
介
し
、

3
月

定
例
会
で
可
決
、
採
択
さ
れ
た
一

般
会
計
当
初
予
算
額
初
億
6
0
0

0
万
円
の
内
訳
等
を
説
明
し
ま
し

た
。

懇
談
の
内
容

懇
談
会
の
基
と
な
る
報
告
会
は

事
業
に
は
予
算
が
伴
う
の
で
経
済

建
設
関
連
事
業
を
当
初
予
算
に
基

づ
き
各
委
員
が
日
頃
か
ら
の
調
査

研
究
を
個
々
の
考
え
で
担
当
課
目

を
説
明
し
四
時
叩
分
頃
か
ら
懇
談

石
井

要
祐

会
に
入
り
ま
し
た
。
懇
談
会
で
は

一
、
前
町
長
か
ら
宮
内
町
政
に

代
っ
て
ど
の
様
な
予
算
と
し
て

表
わ
れ
て
い
る
か

一
、
職
員
の
給
与
削
減
、
特
別
職

の
給
与
の
見
直
し
等
が
行
わ
れ

て
い
る
が
議
員
は
報
酬
を
減
額

し
な
い
の
か
。
そ
の
他
中
心
市

街
地
活
性
に
対
し
て
の
提
言
を

含
め
数
多
く
の
質
疑
を
頂
き
ま

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
発
言
に

対
し
て
の
整
理
が
上
手
く
な

か
っ
た
事
を
反
省
し
て
い
ま

す
。

お
わ
り
に

今
回
、
参
加
者
へ
の
初
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
に
於
い
て
は
殆
ん
ど

の
方
に
誠
意
あ
る
協
力
を
頂
き
今

後
の
開
催
に
大
い
に
勇
気
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。



被鴎会住民搬舎がト結果

議会住民懇談会に際し、出席者の方を対象にアンケートを実施しました。出席人数延べ102名の方のうち、 82

名から回答をいただきました。

主な内容は次のとおりです。アンケートの結果は、今後の議会活動の参考にいたします。ありがとうござい

ました。

-年 齢

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

総務 。 。 。 。
文教 。 。 4 5 

経済 。 2 9 

dロL呈両lム 。 2 6 15 

.住民懇談会を知ったきっかけ

議会だより 回覧 有線放送 案内など

総務 9 4 。 9 

文教 10 4 2 7 

経済 18 6 3 9 

合計 37 14 5 25 

-内容

分かりゃすい 分かりにくい

総務 12 4 

文教 13 2 

経済 17 7 

合計 42 13 

。分かりやすい

・議会だより等では分からない事が多く、説明を聞く

事で分かつてきた。

-項目別で分かりやすかった。

O分かりにくい

-具体性に乏しい。

・資料をもっと詳しく してほしい0

0その他

・議員の考えも話してほしい。

.その他のご意見

・懇談会の結果報告を してほしい。

-分かりやすい説明と資料を提供してほしい。

60歳代

15 

6 

6 

27 

.性別

70歳代 80歳以上 男 女

6 総務 22 

6 文教 16 7 

15 2 経済 32 4 

27 4 合計 70 12 

-今後の開催

開催してほしい 開催してほしくない

総務 22 。
文教 21 。
経済 31 

合計 74 

。開催してほしい

-議員の声が直接聞け、コミュニケ}ションもとれる

ため。

・議会だよりだけではわからない。説明された方がわ

かりやすい。

-住民の意見を聞くこどができるよい機会になると思

ワ。

-行政・議会が身近に感じる。

-議員がまちづくりにどう取り組むかを具体的に提言

してほしいっ

・住民が議会に呂を向けるために是非やってほしい。

.町民の声をダイレクトに議員にぶつけ、それを議員

がどういう風に受取り、ぞれをどう活かすかを見た

し、

。その他

・時間どおりに終わってほしい。

-開会時間を考揮してほしい。



す度

固
因
図
園

5
月
却
日
(
土
)
遠
賀
川
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
お
ん
が
レ
ガ
ッ
タ
(
遠
賀
町
主
催
)
に
昨

年
に
引
続
い
て
参
加
し
ま
し
た
。
町
長
会
や
各

町
議
会
、
諸
国
体
と
有
意
義
な
交
流
が
で
き
ま

し
た
。

お
ん
が

路

日

下

.

・

日
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一丁ため池周辺をボテンテイア清掃
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閉
鎖
4
4
浬
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田
ゆ

日頃から早朝に清掃していただいています。ありがとうございます。

6
月
お
日
に
矢
島
恵
子
議

員
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

臨
時
議
会
開
催

議
員
の
死
去
に
伴
い
、

7
月
ロ

日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
遠
賀
・

中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員
に
山
田
隆
一
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

とうを
傍聴席ヘ

次の定例会は

9月3日働
開会の予定

4
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山
田
隆
一

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
夏
一
番
の
政
治
の
熱
い
戦
い
で

あ
る
参
議
院
選
挙
も
終
わ
り
、
ま
た

も
や
衆
参
の
ね
じ
れ
現
象
が
起
こ

り
、
国
民
不
在
の
政
争
が
繰
り
返
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
倶
を
抱
か

せ
ま
す
。
現
状
の
日
本
は
与
党
、
野

党
と
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
民
は
う
ん
ざ
り
し
て
い
ま

す
。
景
気
回
復
、
年
金
、
医
療
等
々

日
本
の
抱
え
た
重
要
課
題
に
真
撃
に

取
り
組
み
国
民
の
生
活
の
安
定
に
汗

を
か
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
を

一
番
望
ん
で
い
ま
す
。
一
日
も
早
く

国
民
の
た
め
の
政
治
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
、
暑
さ

は
続
き
ま
す
が
皆
様
ご
自
愛
の
ほ
ど

会、
発
行
責
任
者

議

長

曽

宮

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

・横

山

副
委
員
長

三

角

委

員

市

津

委

員

下

川

路

委

員

竹

内

委

員

山

田

良広 善貴隆和

主主手
百買F

夏の暑さを吹き飛ばそう!プール遊び(東部保育所)夏本番!

一 男勲海彦子


